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1･ モモシンクイガの産卵選択性について モモシンクイガに朋する生態学的研究琴4即
描払正三 (弘前大学 n学部 昆虫学教室)3115･24 受理

謹 ん で 森 川 忠 告 博 士'の せ 補 を祝 賀 し奉 る.I

モモシンクイガの産卵数の多少は果実衣両における毛等数のそれと著しく並行性のあるこ.とを知っ

た.また木摺の産卵選択は数班の火映にもとづいて,主として他党にj:る反射作用として超される

ものであろうと推定した.

モモシンクイガ(Ca,poslnanF'po〝ensisWalsing-
ham)は])ンゴ. モモT3どの菜柄または紫衣にもま

れに産卵するが.主として穴実の枕元部と花止り邦を

超卵部位として選択することは周知の通りである.し

たがって当IJf者問においてはJ薬剤摺布にあたり矧こ

この点に技術的な注意がはらわれている･従来.)ン3'

の本税による被昏2)品位間差にかんする条件として,

熱肌 戯被の発達程度,果皮の摩麺,穴両の毛茸数の

多少などがあげられているがCS),被選好品班の毛苛政
は被告軽微な品種よりも著しく多い叫.また木枕は果
実の肥大生長に伴い特に花止り部で,休を下向して産
卵する習B/があるがeD),･これは毛背教の了了知 dよぴそ
の多少が産卵感光を刺戟する1要因をなしていること

を示唆する.

マメシンクイガの産卵数はダイズ爽毛の-m瓜多少
によって知なり,多毛茸品種の被選好性が明かにされ

るにしたがい,本跡こ対する裸ダイズの耐虫性は主と

してこのような産卵習性と毛茸との関係に帰かすると

までいわれたが21),放近四㍍･招沢18籾 よび西島l叩 0)

は裸大豆品矧 こねいてはむしろ爽以JAの部分,特に托

矧こ産卵が多く,lliCはほとんどその対象とならないこ

とを知t),剛が1)と同様にダイズ天上の毛茸が耐虫性

に関迎する段も式頑な因子であることを劫調した･一

方アズキゾウムシにおいては持主としての適,不適に

かかわらずいろいろなマメに産卵するが,.この産卵に
は-Jrli:の曲率,′表面の平滑などの要因が田接の触覚刺

戟として朋与することが指摘され かつ産卵感応の他

党桝田は小BIB現 下田虫または荘卵ロであると雛Jqさ

れた])). このように昆Jlの花卵にはある甜7)条件が密

ほに約びついていることが推測されるが.モモシンク

イガの場合,叫 こ上述のような毛群数の聞出2)みに3Ii

器弘rJ'J大学n学部昆虫学教室黙約 節23号･年お本紀
の1招;は口本Rtl山学会3才臼ヒ支部 邦2同大会 (1954,

8,仙台)において苑来した.

点を如いて射して妥当であるか,あるいは伯にも大き

な男囚が伏在するものか,また踵卵を誘発する感33:機

矧 こついての耶明も何等与えられていない.わ1:くL

は1953-1955唾,この間肌こついて検討し23:平の知見

をえたのでつぎに叩IBする.

この仕Tlfは実験の1瑚;を担当された射Llq文三氏と材
料の整鵬に終始協力された弘前大学岡本辰夫助数段.

背森県りんご試験場mTTJ'Tl硫技師などのご厚情がなけ

れば遂行できなかった.この機会に3氏に対し心から

お礼申上げる.

寄 主 植 物

従来の報LB沖 に氾犯されたモモシンクイガの寄主植

物は約10を師 で,これを列挙するとつぎの通りであ

る.

1) サ ンザ シ CraEaeguscILneata Rosaceae
Sieb.etZucc. (イバラ科)

2) マル メ ロ Cydonz'aoblonga ク
Mill.

3) カ イ′ド ゥ -Malusmicl･Omalus ク
Makino

4) 7) ン ゴ M.Pumz'laMiH.V.lr. ク
domesEL'caSchncid.

5) ズ ミ M.Ton'ngoS王eb. 0
6) ア ン ズ Pl･un,LSAmellZ'aca ク

L vzt.r･AnsfLMax王m･
7) ウ メ P.MLLmeS王cb.et ク

Zucc.

8) モ モ P.Pen-caBatsch.

9) ス モ モ P.salt'cl'〃aLind1.

10) ナ ● シ ZynLS.SL'monz'F'Carr.

ll) ナナカマ ド SorbzLSCOmmiEla
lied】und.

ク

ク

ク

ク

12) ナ ツ メ Z如 husJujuba Rhamnnccac

Mi-1･ ほ pL･詣 )

斗学名は 牧野富太郎 :牧野日本植物図鑑.5+13+
1304十1()十6+29十72+35+llp. (1955).北陸臥
東京による.
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上相打主植物の大半はイバラ科に属し,これらは裁 .

培した似合と野生状態に放任された場合との如何をと

わずモモシンクイガの対象と年るところから,実舵は

同科の他種にもいくらか寄生レているのではないかと

も考えられるが,いまのところくわしい検討はされて

いない.また上の栽培各種植物の果実が本矧 こ産卵さ

れて後における幼虫の経過P遅速や,発育完了の程度

などのrf料にもとほしく,したがって寄主としての適,

不適を決定する段階に達していない.わたくしの観察

によれば.モモ,ナンズなどに対する幼虫の食入率お

よびその後の経過は比校的唄調Dようにも思われるが,

またマルメロへの食入率も決して少くない'i:うである.

tIれは実験室円での観察であり,自然状闇でのくわし

い3.TJhはない.出島29,によれば自t然状ほにおけるマル

メロのシンクイガは大部分ナシヒメシンクイガによっ

てしめられているとのことである.

なお')ンゴの品協同ではヤマト=-シキ,シンヤマト

ニシヰ,ゴールデン･デリシャス,コウギヨク,シン

コウギヨクを滋も退好し,.)ユウギヨク,イワィ.ア

サヒ,ベニシポリ,べこサキガケなどがこれにつぎ,

コツコウおよび赤色系デ･)'シャスに対する加熱まわり

あも､少いとされるが,このような晶班闇差頚の要因に

ついてはほとんど究明されていない.いまモモシンク

イガ幼山を生理食塩水中で,W別し,消食管の各部にお

ける的化淡の水讃イオン氾皮をpH試験紙によりし
らべた約5代を示すとayミ1表D迫りである.すなわち.)

Tablcl. Hydrogenionconccntrationwithin
tIledigestivetractoftilepeach fruitmoth,
Carpost''la nZ'ponensisWaTsingllam, taken
variousvarietiesofap占Ieasfood.
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ンゴ宋実の pH 価は 3-3.5,モモシンクイガの中脳

消化攻は 6･8-7･2 となっており,一般燐趨目幼虫

よりは低 く16',ハスモ.ンヨトウの1車珪Prodenia
eridalu'aCram.をとtより近似値を示L'Tいる.消化攻

の pH価は食物によって多少変化するといわれるが,
モモシンクイガの場合,上掲2)結果では,幼虫7)食入
2

する･)ンゴ品種ゐpH価との故習な並行仕はみられ
ない.これは1桝こ.)ンゴの品種間にわける退W･蛇をさ

ぐる1資料にすぎないが,本幼虫の消化敏の水井;イオ･

ン氾皮は必ずしも食入する果実に著しく放せされるも

のではないようである.1説によると消化紋の pHと
昆虫の食物との間には相関性をみとめがたいとするも

のもある.

産卵に関連する 2,3の要因

実験第1 数柾果実における産卵放

方法:イバラ科に属する栽培米突,リンゴ (イワィ.
I

ベニシポ.リ,コウギヨク,コツコウ). モモ,ナシ,

マルメロと,裸および脱脂綿で周囲を包んだガラス玉

の各3こを容丑 5000ccのガラス製ポットの城跡こ
atrandom に班位に地列し, これを網宝にわいて羽

化1日後のモモシンクイガの雌 (4-6),班 (2)を放

ち,2日後その産卵数をしらべた.これに鵬試した稚

栗の中央断面の垣径は約 24mmである･ /

結果:節2-3表によると,果実臥 ')ンゴの品川

問における産卵敬に相加 ,'あり,卿 旨組をまきつけた
ガラス玉にも相当数の産卵がみとめられた.一見平榊

な裸ガラス玉には普通産卵しないが,欠刻が生じて平

滑面が1部組V.なるとそこに若干7)Ei;一卵をみることが
ある.なお節1図におけるリンゴ2)数品班rLuではアサ
ヒとイワィ,ベニシポリ,コウギヨク,コツコウrL"Jの

産卵数の差はいずれも有意である.つぎに封ミ火Z)各部

分では,.)ンゴとナ､シの花止り部の超卵数が多いが,

モモとマルメロでは果実の中位部にも少くない.

Fig.1. Testshowingtlleeggslaidonseveral
varietiesofapp一ewitllrangeOf′90percent･
confidence interval･ Left.to:right:cavity,･.
mediumandbasin.Figureofordinate,1:
Americansummerpearmain, 2:Fameuse.
3:Ind0.-4:Jonathan,5_:Mclntosh red,6:
Ra115.

実験節2.果実表面上の毛茸放~

方法:t)ンゴ,ナシ,マルメIt]その他只災7)滋両を

枚鏡ずると,栄光の種籾,場所などによって毛辞の胡

生状闇の附迩することが知られる.そこで))ンゴ6品

.組とモモ,マルメロなどの梗元郡,中位溺および花止

り郡の毛=lf数をしらべたところ節4衣に示す鮎恥をえ

た.このさい眺試果実の大きさは実験邦1の似合とは

ば同様であ声･

-結果:′すなわちモモとマルメロの毛詐欺はともにリ/
ンゴのそれよりも多い.またリンゴの品班別ではイン
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Table2. NumberofcggS1.lidby(Ilepeachfruitmoths,CarposL'llElnl'poncnsl'sWntSingh.1m,
onscvcralkindsoffruitandg一assballs.

Kindoffruit F-16.45★ >F･5.16(0.05)-2.53 Areaoffruit F-2.01>F236(0,05)-3.23

F-16.45立 米 >F536(0.01)-3.70

L1-16･45- ･*>F536(0･001)-5･53 .

Table3. Comparisonofnumberofeggsdepositedonseveralkindsoffruit.

Cayity 1 - - - - - - - - 02 7 4 1 .8 15 3 - 17 - 54

5 . 4 6.. 5 8 - - - - 23

Medium 1 - - - - l.2 - - - 22.- 1 1 4 ←- l- 9 ■-- 15

3 - 4 .1 ~6 ･~2 - - - ･13

Basin 1.- - I - 4 1 - - - 52 .9 ll 22 14 16 - 3 -- 75

3 18 _9 20 9 ･5 7 - - 68

Total 38 35 57 60 29 7' 29 - 255

KindoHruit F-2.14斗>F7411(0.05)-2.10 Areaoffruit F-6.36器 >FlS(0.05)-3,23

F-6.36米 朝>F㌔8(0.01)-5.18

ド,アサヒ,べ土シポ.),コウ･1-'ヨクの頓となり,コ 部に投も多く,梗元部がこれにつぎ.中位部の毛群数

ツコウとイワイはitJILIII･.上りはるかに少い.穴災の各部 は最も少くなっている.この結果とTlfj行の結架やその

ではモモとマルメロの拭元取 申柁耶払たび柁止り部 後行った反役2回の宍取結只とをEW合すると, 1-2

による屯1半数に控しい謎はないが,I)ン3'では花止り の例タは あるが,毛群数の多少と産卵故とははば過行3
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■
Table4. Numberofhairsin lmrn2 onthe~surfaceinpcacIl.
qlユinceand sixvarietiesofapple.

KindoffruitF-128.99･* >F780(0.05)-2.25

F-128.991* ･* >F780(0.01)=3.12

F--128.99井･X,IX･>F780(0.001)-4.37

性を伴っているようである.

火映gl'3 果実2)水平ならびに垂-B分布と産卵数

万拭 ;'b'iii5000ccのガラス製ポットの底部にT)ン

ゴのイワイ品切の中央断面の垣径 20mm 内外の大き

さをイJする碓架を班位に-15-30こ並列し,羽化1日

後のモモシンクイガの噸 3,雄1頭を放ち,2日後に

わける皿卵数の水平分布をしらべた.実験は掴窒内で
＼

行われたが,他に岡場所の地上 1m の空間に針金を

はり.同品班の碓氷 30こをはば等ILu岡につるし,こ

れに雌 22,雄3頭を放った.
ヽ

ます二重冠分布を知るためには純益内に相磯している

幼木･)ンゴ樹 (まだ果実をつけたことがない)の地上

より0.5.1,1.5m:の部分にイワイ品種 の稚朱を

35こ atrandom につるして,上と同虫数による放飼

2日後の産卵数をしらべた.

舶n!:ポット円.の4回にわたる反役実奴での産卵数

は周辺の椎架に多かったが,針金にbるした')ンゴ果 ･

4 J

Areaoffruit F-25.9･Tt >FJ80.(0.05)=2.52
F-25.如 ･* >F180(0.01)-3.65
F=25.9':= 斗>FJ80(0.001)-5.31

には全く産卵をみとめなかった.また幼木')ン.3'糊の

地上より1-1.5m における柾未に少数産卵されたが.

その数にgEi背な差はみられなかった.この似合ポット

内における結果は周辺効果の1現毅とみられないこと

もない.

実験第4 罪状 の大小と跨卿数

方法 :モモシンクイガが錯1回の産卵を行う矧ま')

ンゴの早,申,晩品種によって宋実の生長にある程度

の差がみとめられる･イワイ品種きこおける椎束の大小

を体8'1比音字よって求め, 申果を1として大栄を 1.22

-1･27.小米を 0･76-0･79と定め,これらの各10こ

ずつをTJl伏臥にIT3いたガラスポットの砥部に地列して

雌3.雄1班を放ち,2日後の産卵数をしらべた.

結氷 :反鮎5回の結果は節2図の上に示す迎りで.I

果実の大小による産卵数に明瞭な差はみとめられなか

った･なお節2回の産卵は果実の肥九 成如する秋季

に行われるが,成軸後の果実の大小と,春季7)品矧瑚

←､ ヽ
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の生Zlの遅速による郡穴のそれとはm皿は別である.

0 10 10 加 14 0 4巾 M ～

Fig.2. (Upperfigure).Numberofeggs
･.]aldontheAmerican summerpearmainof

SeveralsizeswithraTlgeOf90percentconfi-
denceinterval.Lefttoright:large,medium
andsma一l. FigureofordimteShowstest

number.(LowerEigurc). Numberofeggs
undervarioustreatmentstOtheopticserLSC

organofthemothsshownbytheconfidence

rangeoE90bercentreliabi7ity.Lefttoright:

testno.I,ⅠIandIII.Figureorordinate,1:
paintedeyes with buckenamel,2:painted

aneyewith blackenamel, 3:covered cage
,withSheet,4:untreated.

産 卵 感 応

昆虫の匹'卵感矧こ対する刺矧まいわゆる休内的と陣.

列的とにわけられている.石井1))も述べているように,

体内的 (栄養,熱度など)刺戟は産卵の_R的変化や産

卵期問に関係し.また体外的変因のうち,孤,混成は

わたくし9'の調禿結果では脚 陥 動の消矧こ彫皆する.

一方これまでの実験打卯から●モモシンクイヴの毘卵
数の多少はq淡 の稚机 品印の如迎1.=どと即迎すると

ころが少くないので.ここでは三k.I:してEl;'卵刺戟感応

の:71(囚をその緑にそうて考え,休列的の祝Ttlr,触罪お
よび呪矧こ求めようとした.

宍駒耶5 祝矧 こよる柁卵

方法:リンゴ (コウギヨク,コツコウ), モモ.ナ

シ,脱脂綿をま きつけたおラス玉および裸ガラス玉

を前実験と同様のポットに各5こずつ並列し,羽化1

日後の榔 6.雄 2班をこれに放ち,2日問屋列暗室

(重税 :200)にわいた. 別に網宝においてコウギヨ

クの稚架を入れたポットを4こ用意し,複眼はェナメ

ルを独布した場合の躍卵数を対照区のそれと比較したt.

両実験にtJt試した稚未の中央断面の垣径は22-25mm

である.

舶来:郡5矧こよると, 暗只下の1)ンゴおよびそ

の他の果実における産卵数はそれぞれ相違するが,

この申,モモと伯宋実間2)差は有意である.また木表

から果宍両の場所による産卵数の差異をもうかがえる

が,これらの結穴は明条件下の産卵傾向と同様であっ

た. ､

つぎに邦2図の下に_示すよう'に,複眼をエナメルで

ぬりつぶした紡累では,南限処理の場合を除き他は正

絹m体とはば同様か,ある時には却て多産の傾向さえ

みうけられI=.Tlお両眼をぬりつぶされた雌は体の平/
術を失って転例するか.運動は極めて不活ばつとなる.

1眼を残しI:ものはIE常のものよりは劣るが,田内を

Table5. Numberofeggslaidbythemothson severalkindsoffruitandg一assba一ls
underdarkcondition. ､

KindoEfruit FF119.59井 '>F518(0.05)-2.53 Areaoffruit F--13.1-X,>F536(0.05)-3.32
F-119.59井 ♯ >F53爪(0.01)-3.70

F-119･59m .井>F536(01001)-5･53

r)
l ＼
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Fig.3. Confidenceinterval■ofoccurrenceprobabi一ityofeggsundervarioustreatmentsto

thetactilesens9Organofthemoths.withconfidencellmitsof90percent･ Lefttoright.･
teStnO.I,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ,ⅠVandV.Figureofordinate:

3:snipofantenna, 4:snipofflabia一palpi,

･､
飛びまわる.

p災BW.'6 触itj:による産卵

･方IL1:火映苅Sの場合と同様の大きさを有するコツ ー
コウの碓米 30佃を並列したポット6こを用志し/こ

れに羽化1日後の雌2)触角,下宿琉および口吻をきり

とってそれぞれ2頭ずつ放ち,2日後の荘卵数をLも

べた.

縦果 :仙ITJの片方,下宿窮,口吻などをきりとられ
た雌の掛円における運動は正指ではないが,飛しよう

して一応椎米に述することがみとめられた.産卵数の
総計は邦3図に示した通りで,両方の触角をきりとら

れたものは全く産卵しないが,片方だけの場合には対

m区よりも多超することもゐ?た･またその他の処田
をほどこした場合にもそれぞれ若干の産卵があつたが,

1日ごとのntd盃貼栄によると,これらの産卵行動は断

純的であった.一方末処田成虫の産卵はこれらと典な

l),わりあい税別的に行われた･

なお柁卯にさいして化学的物質との接触という条件

が加わるので不bEl.iをまぬがれないが,コツコウ品種の

枕元cl市と花止り部をパラフィンで埋没したものと,栄

災仝耐 こ石灰枚を塗布したもの各 30こずつを供試し,

これに雌 3.雄1gIを放って産卵させた反駁3回の火
映では,如 く侶 以外に超卵はみとめられなかつたが,

朋矧こも,石灰の被伽 堰 煉後はく離したものに-3こ

の卯がJ;I(三下されているのを発見した･

一火映耶7 PR花,昧'iti:による雄卵

万臼ミ:Tf砧爪工災試映跡 こよって分離された.)ンコ
のデ.).i,ヤス系,インドおよびコツコウtV.柾の芳香を

有する水浴牧,合成水浴彼をそれぞれ100倍にうすめ

たもの,砂糖の 1% 溶牧などをコツコウの椎果各 15

佃に塗布してポットに弛列し,各区には予め用意した

p雌 3,､雄1敢ヂつき放って暫時成虫の動作を観察し･
12時間後の産卵数をしらべた･

結取 :m4図によると,結凪ま極めて不規則で-Jq

の幌向をつかみがたい.供試架のコツコウはモモシン

クイガによる被害の軽微な品種であるにもかかわらず,

知処斑Dコツコ-クや,同品種の芳香をもつ水溶液の塗

∵G A

l
J

I -

1:snipoffproboscis,2:SnipoffantenTlae,

5:snipofflabialpalpuS, 6:untreated.

布栄に相当数の産卵がみとめられ,またコツコウと同
様にあまり選好されない赤色系デ))シャスの溶故地IAS

栗にもある程度産卵された.

なお上とは別に コウギヨ̀クに DDT粉剤を,コツ

コウ由まDDT水和剤を撒布して産卵させたところ,

各区に同数の卵が産下された.DDT を招印した勘合

は,実験邦6における石灰枚を改作したようなほほ完

全な被膜は生じない.

1■llll-

生I -I...-

ら6■- ■､＼

Fig.4. Numberofeggs~onthefruittreated

withchemicalsbytheresponseoftheolffLCtOry

orgustatorysenseofthemoths-Shownbytile

confidenceTallgeOf90percentreliability.

Lerlto right:testこno.I,ⅠIandIILFigure
･ofordinate.1:aitificialflavorno.1,2:

Delicious, 3:Indo,4:Rails,5: sugar
solution,6:untrealed.

実験第8 宋宍表面上の毛茸のff生状儲
田村 的によると,ダイズ爽上の毛等の恭生状態,すI
なわち立札 斜IFJ'･,密茄などによってダイズサヤクマ
バエによるダイズの被Ef.Jfが只なり,毛茸の立Tげ ろも

のの取掛ま密L'･の_ものよt)少く,長いものはjgL､もの

よりも被掛 ま軽微であるといわれる･

モモシンクイガの超卵と果両における毛詐欺の多少

との関係以外に,老生状旗D如何による産卵の多少も

考えられるので,2,3 の光夫についてこの点をしら

べた.その結果.)ンゴのイワイ品超の毛珊ま斜か,デ

1)シャス (赤色)は斜または密か,インドも斜または

密弘 コウギヨクは立または斜召,コツコウは斜また■

は密礼 アンズとマルメロは立石となっている.この

結果をこれまでに明かにさオ叩こ被退好')ンゴrV瓜 と旧
合すると,産卵と毛茸の-:古生状態｢凸‖こ著しい北行性は

みとめられない.毛群2)石生のありさまの班式図は節

5図に示した.
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Americ8nSunderPe8【血in
tiuinco

Famouse

Fig.5. Hairycharactersonthesurfaceoffruitsinpeach,
quinceandseveralvarietiesofapple.

考 ' 察

･HopkinsR)が昆虫の持主選択についてある仮説を発

表して以栗,多くの人々によってその適用性が枚対さ

れたが,Craighcad4)はカミキr)ムシ科の 10数柾に

ついてこれを支持したほか,古くは Schr6der叫は餅

期日の Grqcilariasit'gmatcllaで,Pictete3)はマイ

マイガ (PorLheEriadispar)で,MarchalloF)はカタ

カイガラムシ科の1秤,LecL7n2'tLmCOTniにおいて同
様2)結果をえている.またわが国に才飢 てヽもカメノコ

ハムシの符主選択に上とやや河似の怖向がみとめられ

1=30).一方 Brues3)は餅樋口で,Larsonll)はアズキ

ゾウムシの近似柾 コツモンマメゾウムシにおいて,

ZtlCher3わはマメゾウムシ刑の1私 Spel･mOPhagus

subfasclatusで,また Thompson'ln(LParkcr27)は

アワノメイガにおいてそれぞれ否定的見邪をとった.

叔近石井11)はアズキゾウムシにおいて,Zaa2:Ou37)は

マメゾウムシ刑2)BrtLChusobtccLus･B･maculatゲ∫
および B.cfLinensl'S(アズキゾウムシ)を供試してそ

れぞれ host･sclectJ･onprl･ncipleの妥当性を吟咋した

が,これらのFL=山には適川されないことが明かとなり,

矧 こZAaZOuはiJJ三三迦択にあずか.るある抑 (化学的)
の岱矧まflT/L;fl付なものではなく,見出のagcに作って
弱まるものであ-Oことを朽摘している.また氏dl以外

の動物 (.)ンゴハダニ:MetateETlanyChusulmz') の

累代飼育したもののTJ主適訳においても, Hopkins

の仮説を支持できないことが知られたIT).

今仁71わたくLがuE試したモモシンクイガはすべて長

期間にわたってT)ンゴ (主としてコウギヨクとコ､ilコ

ウ)果実を企冒していたものからでた成虫であるが,

これらはリンゴ以外の果実をも辞易に退涙産卵し,か

つ幼虫はそれらに食入する.この瑚合,木和が野外で

隣接する他品種または-)ン='以外の〃t.火からLlllJ代に柑
勤しなかつたという椛誰はないが.少くとも隅托地に
はモモ,マルメロなどが机拭きれておらず,またIJq山
のfj御 力はそ川 王ど大きな.ものともJilわかない･した

がって以上の,とう!.i-火駒和関内では H2f･T!以上OT,iir'主

に如いて発Ifj=しうちEEillが皿'/I;泊 己が発TfLI.I/TlJ三Lを
退択し恥 ナる"とする収税への丘花婿な.7LlImとはならず,

却て石井111のアズキゾウムシの,I:うに,iiT'主としての

逮,不適l=こ関係なく純卵を行うものに掛 ､とも考えら

れる.モモシンクイガの脱旧約をまきつけたガラス玉

や欠刻を生じたガラス玉の粗両に確卵す･T'J郡実は,産

卵感覚の刺戟:･C応じてある程灰寄主として不適当なも

のへも産卵する可能性を示唆し,また被選好果実やそ

の品flf間の形店的特性にもとづく産卵刺戟感受性7)芸

界を唱示する.なお本邦の産卵数は.)ンゴよりもモモ,

7
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マルメロtiどに多く,また.)->ゴの品種間ではコツコ

ウに比してコウギヨク,アサヒなどに多いが,これら

の湘田上の毛茸数の多少は概して産卵数のそれと並行
I

性を保っている.これは上の推測をある程皮袋付ける

ものと心われるが,産卵行動を起生するための刺戟感

受は必ず しも触覚のみとは限らないので,以下にLqEiを

氾う七少 しく考窮を進め七みたい.

モモシンクイガは一般に夜行性で,号の活動週期は

主として弧,泣皮のような気象条件との閑雄に･J:り起

生されるものと思われるD).したがって虫的な相辺は●＼
あるが先件の如何によっては昼間においても飛しよう,･I
超卵などが奴群できる/このような夜間行動や人工的
的爪下の超卵,および眼のぬりつぶされた成虫の産卵

は,刺胡娼受の多くや祝光に求める困難さを示 してい

ち.つぎに昆虫の食物3選択と咲花,味覚との関係をと

りあげたものにコナガの mustardoilglycosideの刺

職に対する感受28㌧ アゲハチョウの 1梯 Papilio
aJ'aE のカラカサバナ科植物2)兵に対する反応5㌧ ハ

ナアブの1拭 Lampelia''equesETis,に対する花班の.

･必Kt'性71,1Ipht'sfabae'に対する味,映堤利敵は)な

どがあるが,矧 こDethierはアゲハチョウの1種の食

するエ机物の炎の柾塀とその化学的要素となる物質の

城分を示 し,この幼虫についてえた知識にもとづいて,

PuJ･J'll.0JA幼虫における食性の系統的変化や分布を経
机する仮Tt'を捉示したほか,後にある柾の昆虫におけ

る谷且̂;E,向光性,向地性および向泣性は産卵や摂食の
;i:他 こ1部の役'Jillを架すが,選好椴物認知の決め手は

化学的刺峨であると述べた6'. テンサイとこシキギ科

の Euo"y'7',"Sを持主にもつアプラムシの寄主遜矧 こ
おいて,Kennedy131は只なる布主の識別は主として

馴 ヒ也であり,同一寄主円でのすみ場所2)選好は触覚･

(昧光)によることを指摘 した.L伊藤12'はムギヒゲナ

ガアプラムシ,キビクビレアプラムシ, トウモロコシ

アプラムシなど3柾の寄主選択について劉な角皮から

検対し,TU主とアプラムシ自身の広義の密度効果と,

アプラムシのEn鮒および移劫との関係を指摘している
がここではふれない. ′

モモシンクイガは≠月収 と想われるガラス玉の表面に

ある即の拙作をするとこれに産卵し,DDT撒布の･)

ンゴ某や,宋笑に石灰紋撒布後石灰被膜のはく離した

部分にも同様に超卵する.また')ンゴの架両に詔概のl
香気を有する浴液を逸指 した場合,特に被選好品位の

香気に誘引されるとも思えない.果面に対する DDT

や石灰枚での処理は,殻初薬剤の臭気による産卵の

忌避効果 をね らつI=のであるが,DDT によって

Macrosz'?humsola7ufoliiや ･)ンゴハダニ:の生殖能

力が刺戟されることが知られているので,咲覚阻害の

満足すべき資料とはならない.しかし無臭とされるガ

■8 ゝ

ラス玉への産卵は映覚を刺戟感受の主因とみなすわけ

にはいかないようである.

Pa王nter均 は粒食牲昆虫の寄主選択について,味覚
I

あるいは攻究,氾皮感覚などのみが関係するものでは

なく,問題がかくれ場所の発見にからんだ場合は視覚,ヽ

または触覚によって決定されると述べたが,これは夜

間活動性の codlingmoth, その他樹皮の割目に定位

する成規の習性における触覚の重要性を暗示する.'ア

ズキゾウム㌢,マメシンクイガ,ダイズサヤタマバエ

などの寄主選択にさいし,触覚が式要な役割を演ずる/

ものと推測されるが,前述のようにモモシンクイガに

おける多毛茸品柾への産卵,脱月旨綿をまきつけたガラ

ス玉や石灰被膜のはく離部位への産卵,如触角成虫の

不活動などの郡実は,匡軍閥 戟感受に果す触覚の意義

の少くないことを示唆する.なお石井11)はアズキゾウ

ムシにおける産卵感覚の田接の触感は主に小胆執 下

唇窮および産卵管によることを明かにしたが,,モモシ

ンクイガでは下宿朗よりもむしろ触角による方が大き

いようである.

つぎに触覚を刺戟する寄主植物の形態的特性として,

アズキゾウムシに対するマメ額の曲率,袋田の平滑,

マメシンクイ刺子おけるマメの来宅の有李鵬などの要因

があるが,モモシンクイガでは後者の要因と一致する･

触覚刺戟とは只なるが, キパガ科の1臥 EIOleleia

pinzfoliella に対するマツの抵抗性は,針頚の油脂
油の数,′位田および大小と関連するといわれるが2',

寄主の形態的特性の彫饗はモモシンクイガの紹卵にわ

ける1)ンゴの晶校閲差をみても明かである･現在1)ン
∫

ゴの栽培地域においては石灰液を粗布してリンゴ果両

に被膜を形成して産卵を防止しているが;木椀の産卵

適択性からこれは有効適切な方法といわれよう･

摘 要

1. 本報においてはモモシンクイガの産卵選択にかI

/I,する 2,3のrL日成を吟味した･ /

2. モモシンクイガは主としてイバラ科に屈する米

実に産卵を行うが,時として符主として不適なものに

も産卵する.

3.一･果実間および･)ンゴの品種間では,産卵数の多
少と宋両の毛等数のそれとの間に著しい豆な行性がみら

れ ･)ン才の被選好品種の毛等数は一勝 こ多い･ますこ

1栄では花止t)部の毛坪数と産卵数との閏にも弘行性

がみとめられる.

4.暗鬼下での産卵,′鮒典とすべきガラス玉への座
卵などから視覚および映覚は産卵刺戟感受の主要感覚

とは考えられない.

ー5. 触角をきりとると産卵しないこと,ガラス玉に

まきつけた脱脂約に対する産卵の申実かTG.触硯が座

rI



防 虫 科 学 郡 22 巻-I

卵刑胡感受の大きTl℡田と想われる.またこの触矧 ま

下田ElよE)も触llJによることの方が大きいようである.
6･ 封!火の形態的相性の机 米田の毛印のZa凪 立,

輯77などの耶生状態などよりも,むしろその款の多少
が触矧 こ関係するようである.
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R占8um昌

Theso-called peach fruitmoth, CaTPosl'na

niz･onensisWa.tsingham,isnowwelldistributed

alloverHokkaidoand Honshu inJapadwhere

peachesandLlppTesaregrown.SincethisSpecies

wasrecognized王n1888byDr.C.Sasakiasone

oEthemostpersistent,destructiveanddifficultto

becontrolledofztlltheinsectpests0fpeachfruit,
Considerabledatahavebeenaccumulated.However,
preciSeinformation90n themechanism ofthe

ovipositionpreferenceofmothhavebeenscttrcely

aVal'lable.IncEtSeOEapple,Attentioniscalled

part王cularlytothefactthattheeggsofthisinsect

ar.elaidmoStlyonthehairybasinandcavily

ratherthanthehnirlessmedium portionoffruit.

butsometimestheyarefoundonthepetioland

uppersideofthe一eavesnearthec一usterofapples･

These findings lead ugtO I.eSOIveaquestion

whetherornottheresponsehabitofthismoth

tothehairportionoffruitisconnecteddirectly

tothere一ativepreferencesofovipositionaccording

tovan･OhskindsoEfruitsandvarieties.Inthe/

presentpaper, 50me-testsare,reportedwhich

weJ,ecarriedouttoobtainexperimentalevidences

｡fthedifference between the apple varict;eS

preferredasthehost･andohheleadingmechanism

ofovlpOSilionprefcrence･

Duringtheseexper王ment9Which ]aStedfrom

processedandunprocegSedmaterh19in爪bout51

quartg一assjars.ThemothsWereCOllectedinthe

out-doorcage,onedayaftertheyhademerged･

.The､preparedinsectsforeachtestwereconfined

totheapplesofimmatu-restagewithuniformsi2=el
aridthesejarsweiebroughttothenethousein

theopenairwheresuch experimentshad been

carriedoutmanytimesundertheSameCOnditiong.

Thenaftermothshddbeenfixed,alljarswere

coveredandwerekeptinthefluctuatingroo打!

9



一防l虫 科 学

temperatureas･theseason-advanced･Countingof

tIletotalnumberofeggsintwicetofivetimes

･iepeatcdtestsweremadeatregularintervals･

OfthetwohastfamiliesbelongingtoRosaceae

and Rhamnaceae which have･already been

reported by manyauthorsin･Japan,Rosaceae

Ifruitsarcpreferredof･thoseofthelatter.AccordingI

totheexperimentalresults,thefemalemothsome･

timeslayShereggson･theglassbollcoveredwith

cottonand rare一yon.theTUgOuSSurfaceoftlle

broklcnglasshal),Thisf〉henomenonsuggeststhat

oneofthemostimportant-factbrsaffectingthe

peachfruitmoth､inthe-susceptibilityofhostsor

host.selc'ctionisthestiuとtureoffruitsurface.

AsmaybeseenintheaccompanyingTables2･4,
thespecificandvarietaldifferencesoffruitin

theovipositionpreferencearerelated,inah'gh

depcndcncc,tothentlmberofhairsonthefruit

surhce･Thatis,considerablylPOreeggsWere

foundonhairyquinceandpeachthan onhairless

applenTldpear.Moreover,tin thecaseofthe

app一e,l九eOrderofchoicewasMclntoshTedand
Jonathan,Jarahead,thenIndo and Fameuse;

andRalls】aggcdfarbehindtheabovevarieties.

Thefruitsurfaceisdividedintothreearpas,cavity.

第 22‥巻-Ⅰ･･

medium･andbasinwhicllisahairyportion.The'

sam'etendencyofpreferencewasobscrvcdinthe

一astone,a9-obseⅣedinthevarietaldifference.It

王sclear一yindicatedthattheovipositionpreference,
inotherwords,wasrunning parallel,withrthe

hairycharacterofapplesurface.

IntI一eCourseOftheexperimentstofindwhich

senseisparticularly-related totheovipositional

natvr?, severa一treatmentsoftheoptic,tactile
andolfactoryorgansweredone.As maybesein

intheTab一esandFigures3-5,itis.foundthat

some eggswere delivered by the moth in a

darkenedcageand thefemalewasmoreorless

attractedontheg一assballcoveredwithabsorbent

cottonorevenontilenakedonewith rugous.

surface.Judgingfrom thesefacts,itisdoub血ュ

tos争ythattheovipositionpreferenceofthismoth

iscausedchiefly by theresponsesofopticand

､olfactorysenses.Final一y,SofaraSisgiveninthe

presentpaper,itmaybeconcludedthatthepcach'

fruitmothislargelyresponsiblefortacti一esense.

Inthisgrounditm'aybethoughtthattheantennae

aremostimportantreceptorcausing thetactHe

senseforoviposition andaremost一yafEectcdbシ

ーhenumberofllairsonthefruitsurface.

ErfcclofAtltenlleCtOmi2=ation upoJltllCRもproductivi一yofllleAzukilicanWeevil,

CallosobruchuschinensisL.Sh6ichiF.SAh'̂0̂M (ZoologicalInstitute,IFacu一tyofScience,.

rlokkaidoUniversity,Sapporo).ReceivedSep.13,1956. Botyu･Kagaku,22,10-12,̀1957,

(withEnglisllr壬三um色,12).

2, アズキゾウムシの増殖におよぽす触角除去の影響 坂上昭一 (北氾辺大学 理学部 動物学

救rii)31二9.13 受理

謹 ん で 暴 川 底 曹 博 士 の 古 林 を祝 賀 し奉 る.

アズキゾウムシの相称 こ触lTJがどのような役割を果しているかを検討するT=めに,成虫の触角をTJd一

也とも除去し,liz;･卵をおこなわせた.その組釆次代の卵数及び成虫数ともに対P.(i区との仙こ有志Zi
がみとめられず,触穴=よ与えられたER欧条件のもとでは,本種の増雅過程に3E褒な役割を果してい･

ないと考え･られた. ′

貯殺告虫を用いる実験JW体刑の研究には,生活空間･

としそ一つd)閉鋭環境が与えられることが多い.この

句は いろいろ検討されるべき悶超を含んでいるが,そ∫
の一つとして空間内における個体の避退琉皮が高く,

このpgiが増殖率に拶響することが考えられよう.この

点を分析するには,所与空尚の大きさをいろいろかえ

ることによってもできるが,また動物主体が環境と抜

髄する通路である知覚･運動の雨樋力に稜々の制限を､

加えることによってもなされよう.著者はこの見地か

10
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らアズキゾウムシ CallosobruchuschinensisL.杏

川い,まず多くの昆虫において詔要な感光村田の班巾

している触角を除去した場合,交信･産卵両行動に対

する何等かの諺雪削こより,増殆率にその結果があらわ

れるか石かをしらべた このこ ろゝみは既に石井ZJに

よって別の見地からではあるがなされており,著iE.の

柑た結果もその場合と同じといってよい.しかし偶作

桝田姫という見地からあえてC.ゝ に和ずることとした･

実験材料ま京都大苧環学部昆虫学研究宝より与､たヾ


